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親愛なる ムス リムの 皆様。 アツ ラーが どの 
ような 人を、 どのような ものを 愛される のか、 
一 緒に ハディ 1 ー ス から 考察して いきまし ょう。 

アツ ラーの 使徒は、 軍団の 長と して ある 人 
を 遣わされました。 彼は 仲間たち に、 礼拝 時、 
ク ルアー ンを 読誦し ましたが、 いつでも イフ 
ラース 章で 締めく くって いました。 彼らは 戦 
いから 戻って きた 折、 アツ ラーの 使徒に この 
ことを 説明し ました。 アツ ラーの 使徒は 「彼 
に 聞きなさい。 なぜ、 そのよう にした のか 
を。」 とおっ しや られ 
ま した。 彼らが 尋ねる 
と、 その 人は 「それは 
慈悲 深き アツ ラーの 特 
性で あるから です。 こ 
の 章を 読み、 礼拝す る 
ことが 梳 きな ので 
す。」 と 答えました。 

これを 聞かれた 預言者 
ムハンマド （彼の 上に 

平安 あれ） は 言われ ま 
した。 「彼に 知らせな 
さい。 アツ ラー も 彼を 
愛されて います。」 

アツ ラーの 使徒は 言われ ま した。 「二つの 
言葉が あります。 この 言葉を、 慈悲 深き アツ 
ラーは とても 好まれます。 これらは 言う のが 
たやすく、 また 善行が 豊かに ある 言葉です。 

ス ブハ^ ー ナツラ ー と、 ビ^ ー ハム デイ ヒ スブ 
ハ' ー ナツ ラ' ー ヒル ア ズイ' ー ム」 です。 

ア ツ ラーの 使徒は 言われ ま した。 「アツ ラ 
一は、 タク ワ ーを 有し、 心が 豊かで、 自らを 
イ バー ダに 捧げ、 名誉 や 地位から 遠ざかり、 
我欲の 鍛錬に 励む しもべを 愛されます。」 

アツ ラーの 使徒は 言われ ま した。 「アイ ー 
シャ よ。 アツ ラーは 優しい お 方です。 優しい 
振舞いを 愛されます。 厳しさ や、 他の 振舞い 
に対しては 与えられない 善行を、 優しい 振舞 
いに 対して 与えられます。」 

アツ ラーの 使徒は 言われ ま した。 「その 心 
に、 ほんのわず かであって もう ぬ ぼれ が 存在 
する 人は、 天国には いけません。」 それに 対 
し教 友の 一 人が 言い ま した。 「アツ ラ' 一 の 使 
徒よ、 人は、 自分の 服 や 靴が きれいで ある こ 


とを 好みます。」 アツ ラーの 使徒は、 それは 
う ぬ ぼれ ではない こと を 明らかにされ、 「ア 
ツ ラーは 美で あられ、 美しい ものを 愛され ま 
す。 うぬぼれとは、 自分を 大きく 見なし、 真 
実を 否定し、 拒否す る こと、 そして 人々 を 蔑 
視 する ことです。」 とおっ し やられました。 

アツ ラーの 使徒は、 体を 覆わずに、 皆の 視 
野に 入る ところで グ スルを している 人を 見 か 
けられました。 その後、 礼拝堂の 台に 上がら 
れ、 アツ ラーに 感謝を 捧げた 後、 次のように 

おおせられました。 「ア 
ツ ラーは、 いと 高く 崇高 
であられ、 慎み深く あら 
れ る。 だから、 慎み深 さ、 
覆い隠す こと を 好まれる。 
誰で あれ、 グ スルを 行な 
う 時は 体を 覆いな さ 

い 〇 」 

アツ ラーの 使徒は 言 
われました。 「アツ ラー 
は、 何 かを 売る 時、 買う 
時、 借金を 払う 時、 借金 
をす る 時、 寛容 さを 示す 

しもべを 愛される。」 

聖ハ ディースでは、 アツ ラーは 次のように 
語られて います。 「誰で あれ、 私に 近く ある 
しもべに 対し 敵対 すれば、 私に 対し 戦いを 挑 
んだ ことになる。 信者で ある しもべの 魂を 取 
り 去る 時 ほど、 私が 心配す る 時は ない。 なぜ 
なら しもべは 死を 好まず、 私は 彼を 悲しませ 
る ことを 好まない からで ある。 しもべは、 私 
が 彼に 対して 義務と 定めた イ バー ダを 行なう 
ことによって 私に 近く あろう とする 以外に、 
より 強固な 手段で 私に 近づく ことは できない。 
さらに、 しもべは 義務で ない イ バー ダを も 行 
い、 私に 近づく。 彼は 非常に 近づく ので あり、 
私 もこの しもべを 愛する の だ。 私が 誰かを 愛 
したなら、 彼の 目、 腕、 足、 耳に 私は な 
る。」 

アツ ラーが 好まれる 振舞いを 実行す る 人、 
アツ ラーが 愛される しもべに なれる 人は なん 
と 幸福な ことでしょう。 
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